
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医院・施設名 医 師 名 登 録 月 

丸山整形外科医院 （安曇野市） 丸山 正廣 先生 2018 年 4 月 

TEL（直通） 0261-61-1455  FAX（直通） 0261-61-1456 
E-mail renkei@azumi-ghp.jp  
受付時間 平日 8 時 30 分～17 時 00 分 土曜日 8 時 30 分～12 時 30 分 （診療日に限ります） 
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  CCOONNTTEENNTTSS  
第第 5544 回回地地域域連連携携懇懇話話会会  

新新任任医医師師紹紹介介  

肩肩関関節節治治療療セセンンタターーリリハハビビリリテテーーシショョンン室室  

病病診診連連携携医医紹紹介介ココーーナナーー  

新新規規!!!!  病病診診連連携携登登録録医医                              

                                    

  

                        

患患者者ささんんののごご紹紹介介等等にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ・・ごご要要望望はは、、地地域域医医療療連連携携課課でで承承っってておおりりまますす  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターーああづづみみ病病院院  地地域域医医療療連連携携課課  

『病診連携登録医募集のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、患者さんを中心とした地域医療を円滑に推進するため、地域の医療機関の先生方のご支援・ご協力をいた

だきながら、地域医療連携をさらに充実・発展・密なものとするべく『病診連携医登録制度』を設けております。詳し

くは、地域医療連携課へお気軽にお問い合わせください。（担当：木島） 

おかげさまで、当院の連携登録医制度に、下記の先生に新規お申し込みをいただきましたのでご紹介いたします。 

今後末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。（7 月末現在、病診連携登録医数 95 施設） 

《 表紙：内視鏡室 》 

ここここはは連連携携ココーーナナーーをを再再掲掲すするる！！  

22001166 年年 44 月月よよりり、、外外来来棟棟正正面面玄玄関関エエンントトラランンスス近近くくにに「「病病診診連連携携医医紹紹介介ココーーナナーー」」をを開開設設しし、、当当院院病病診診連連携携医医ののごご紹紹介介
おおよよびびカカーードドササイイズズのの連連携携医医案案内内のの配配布布をを行行っってておおりりまますす（（たただだしし事事前前にに掲掲示示のの了了承承ををいいたただだいいたた病病診診連連携携医医ののみみがが対対象象ととなな
っってておおりりまますす））。。  

来来院院さされれたた方方にに自自由由にに手手ににととっっててももららいい、、おお持持ちち帰帰りりいいたただだけけるるよよううににななっってておおりりまますす。。現現在在でではは患患者者ささんん・・ごご家家族族等等ににもも
すすっっかかりり定定着着しし、、利利便便性性ががよよいいとと大大変変好好評評でですす。。ここののよよううにに患患者者ささんんとと連連携携医医のの先先生生方方のの情情報報共共有有をを行行ううここととでで、、ささららななるる病病
診診連連携携推推進進のの一一助助ととななれればばとと考考ええてておおりりまますす。。  
  ななおお、、今今後後ああららたたににココーーナナーーへへのの掲掲示示・・配配布布ををごご希希望望のの当当院院連連携携医医のの先先生生ががおおらられれままししたたらら、、おお気気軽軽にに地地域域医医療療連連携携課課ままでで
ごご連連絡絡くくだだささいい。。  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターーああづづみみ病病院院  理理念念  

質質のの高高いい医医療療とと社社会会へへのの貢貢献献ををととおおしし、、地地域域のの皆皆ささままかからら信信頼頼さされれるる病病院院をを築築ききまますす。。  

mailto:renkei@azumi-ghp.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 54 回 

講講演演①①：：「「股股関関節節ににつついいてて」」  

講講  師師：：北北アアルルププスス医医療療セセンンタターーああづづみみ病病院院  整整形形外外科科部部長長  

                  太太田田  浩浩史史  先先生生    

講講演演②②：：「「胆胆膵膵疾疾患患のの診診断断とと治治療療  標標準準的的治治療療とと今今後後のの展展望望」」  

講講  師師：：北北アアルルププスス医医療療セセンンタターーああづづみみ病病院院  消消化化器器内内科科部部長長  兼兼  内内視視鏡鏡室室長長  

                  村村木木  崇崇  先先生生 

岡岡田田  文文美美子子  
（（おおかかだだ  ふふみみここ））  

  

こここころろののホホススピピタタルル事事業業部部  

精精神神科科  

  

出身大学 

 専門医等 

 所属学会 

◆◆  44 月月よよりり勤勤務務ささせせてていいたただだくくここととににななりりままししたた岡岡田田文文美美子子とと申申ししまますす。。大大学学卒卒業業後後はは産産婦婦人人科科医医ををししてておおりりままししたたがが、、

縁縁ああっってて精精神神科科のの勉勉強強をを始始めめ、、婦婦人人科科診診療療やや検検診診をを行行うう一一方方、、精精神神科科単単科科病病院院でで精精神神科科医医ととししてて勤勤めめてておおりりままししたた。。趣趣味味

はは片片づづけけとと、、いいたたっってて地地味味なな日日常常でですすがが、、ここのの度度、、総総合合病病院院精精神神科科ででのの勤勤務務のの機機会会をを頂頂戴戴すするるここととががでできき、、大大変変幸幸いいにに存存

じじまますす。。少少ししででもも早早くく職職場場にに馴馴染染めめるるよようう、、いいろろいいろろととごご指指導導賜賜りりたたくく、、よよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

◆ 東京女子医科大学（平成元年 3 月卒） 

◆ 精神保健指定医 

◆ 日本産科婦人科学会認定専門医 

◆ 日本医師会認定産業医 

◆ 日本精神神経学会 

◆ 信州精神神経学会 

◆ 日本産科婦人科学会 

 

新任医師の紹介 

質疑に応える太田医師 講演する村木医師 

22001188 年年 66 月月 77 日日、、当当院院ややままななみみホホーールルににてて第第 5544 回回ああづづみみ病病院院地地域域連連携携懇懇話話会会をを開開催催ししままししたた。。今今回回はは、、当当院院整整形形外外科科部部長長・・

太太田田浩浩史史先先生生とと消消化化器器内内科科部部長長兼兼内内視視鏡鏡室室長長・・村村木木崇崇先先生生よよりりごご講講演演いいたただだききままししたた。。  

前前半半はは太太田田先先生生よよりり「「股股関関節節ににつついいてて」」とといいうう演演題題でで、、関関節節のの定定義義、、関関節節のの分分類類、、関関節節軟軟骨骨のの分分類類ににつついいてて詳詳ししくく解解説説さされれままししたた。。

ままたた、、代代表表的的なな成成人人股股関関節節疾疾患患ででああるる変変形形性性股股関関節節症症ににつついいてて、、人人工工股股関関節節置置換換術術をを行行ううタタイイミミンンググやや合合併併症症ににつついいててももわわかかりりややすす

くく丁丁寧寧にに説説明明ををししてていいたただだききままししたた。。  

つつづづいいてて後後半半はは、、村村木木先先生生よよりり「「胆胆膵膵疾疾患患のの診診断断とと治治療療  標標準準的的治治療療とと今今後後のの展展望望」」とといいうう演演題題ででごご講講演演ををいいたただだききままししたた。。わわがが

国国ににおおけけるる死死因因第第 11 位位はは悪悪性性腫腫瘍瘍でで、、そそのの多多くくをを消消化化器器癌癌がが占占めめてておおりり、、消消化化器器癌癌ででああるる胃胃癌癌、、大大腸腸癌癌、、膵膵癌癌ににつついいてて、、ままたた胆胆嚢嚢胞胞

のの扱扱いい、、膵膵炎炎、、自自己己免免疫疫性性膵膵炎炎（（IIggGG44 関関連連疾疾患患））ににつついいててわわかかりりややすすくく説説明明ををししてていいたただだききままししたた。。  

今今回回はは、、おお二二人人のの先先生生方方かかららのの講講演演をを予予定定ししたたたためめ、、3300 分分ずずつつのの短短時時間間のの講講演演ととななっっててししままいいままししたたがが、、そそれれぞぞれれ専専門門的的なな立立場場

かかららののおお話話ををううかかががううここととががでできき、、よよりりいいっっそそうう知知識識をを深深めめるるここととががででききままししたた。。  

  次次回回のの地地域域連連携携懇懇話話会会はは秋秋頃頃をを予予定定ししてておおりりまますすののでで、、大大勢勢のの皆皆ささままののごご参参加加ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。  （（地地域域医医療療連連携携課課  児児玉玉）） 

実際のリハビリテーションの様子 

2014 年 10 月、従来の整形外科から独立して肩関節治療センターが発足しました。肩関節疾患に特化し、肩関節の問題に関する

すべての診療を専属の医師 3 名、理学療法士 17 名などのスタッフで治療を行う県内初のセンターです。肩関節治療センター内には

肩関節疾患に特化したリハビリテーション治療を行う肩関節治療センターリハビリテーション室があります。 

当センターリハビリテーション室の特徴としては、肩に症状を認める場合、まず専門の医師が診断を行い、その診断結果をもとに、

理学療法士が各症例ごとに肩関節やその他全身の関節可動域や筋力などの評価を行います。評価結果より抽出した問題点に即して治

療プログラムを立案し、症例ごとに症状変化に対応して治療プログラムを変更しながらリハビリテーション治療をすすめてまいりま

す。 

肩関節の疾患に関しては、肩関節周囲炎などの保存的加療の症例から腱板断裂や反復性肩関節脱臼および人工肩関節全置換術など

の手術を要する症例まですべて当センターで治療を行っており、手術を施行される方には術前からリハビリテーションを開始し、術

後のリハビリテーションを経て、退院後の外来リハビリテーション治療まで一貫して行っております。また、2017 年 4 月より月 2

回のスポーツ外来診療も開始し、スポーツ競技により生じる肩・膝・腰痛などのスポーツ障害に対してのスポーツリハビリテーショ

ンも積極的に行っております。 

患者さんの視点に立ったより質の高い肩関節治療を皆様へ提供できるよう、これからもスタッフ一同精進してまいりたいと思いま

す。 （肩関節治療センター技師長 理学療法士 高橋 友明） 


